
連鎖移動剤（CTA）

関連製品

精密ラジカル重合 TERP向け
連鎖移動剤

山子らにより開発された有機テルル媒介ラジカル重合（organotellurium-mediated radical 
polymerization, TERP）は、精密ラジカル重合（または可逆的不活性化ラジカル重合）の一種です。
分子量分布の狭いポリマーが合成可能、分子量の制御が容易、ブロックコポリマーの合成が可能、と
いった特長を持ちます。また、モノマーの適応官能基範囲が広く、末端基の変換も可能であるため、
機能性ポリマーの合成に便利です。さらに、可逆的付加 -開裂連鎖移動（RAFT）重合と比較して、同
一の連鎖移動剤で制御可能なモノマー範囲が広いという利点があります。
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Ethyl 2-Methyl-2-(methyltellanyl)-
propanoate

100mg 4,500円 / 1g 24,800円
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2-Methyl-2-(methyltellanyl)-
propanenitrile

100mg 4,400円 / 1g 24,200円
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Methyl(1-phenylethyl)tellane
100mg 4,200円 / 1g 23,600円
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反応添加剤

アゾ系開始剤

Dimethyl Ditelluride
100mg 4,000円 / 1g 22,500円
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2-Methyl-2-(methyltellanyl)-
propanoic Acid

100mg 9,500円
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精密ラジカル重合 TERP向け連鎖移動剤
利用例
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TERPによる重合は、熱条件 (Scheme 1)、ラジカル開始剤を添加した熱条件 (Scheme 2)、または光照射条件 
(Scheme 3)により可能です。
メタクリラートモノマーの重合をおこなう場合には、ジテルリド類を添加すると制御性が向上します (Scheme 3)。
カルボキシ基をもつ連鎖移動剤M3728は、水系での乳化重合に適しています (Scheme 4)。

Scheme 1. ポリスチレンの合成 3)

Scheme 2. ポリ(N-イソプロピルアクリルアミド)の合成 3)

Scheme 3. ポリメタクリル酸メチルの合成 4)

Scheme 4. 乳化重合による高分子量ポリスチレンの合成 5)
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M3521 : monomer = 1 : 1000
Mn = 9,200    Mw/Mn = 1.17
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